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研究成果の概要（和文）：自然界の寄生虫は自然生態系の中で宿主（野生動物）と共進化をしてきたので、この
ような寄生虫が感染しても必ずしも重篤な疾病には繋がらない。しかし、野生動物に近い動物園や水族館（園
館）の飼育動物では深刻な疾病に繋がることがある。園館は希少化した動物の繁殖を通じ、生息地外保全の拠点
になっているため、寄生虫病の発生は動物の保全活動にマイナスの影響を与える。中にはヒトや家畜・家禽に寄
生し、新興・再興寄生虫病発生の危険性もある。しかし、園館での体系的調査対象はなかった。そこで、本研究
ではワンヘルス・アプローチの理念に基づき、国外施設を含んだ約30施設での調査を行い、新たな疾病あるいは
寄生体を確認した。

研究成果の概要（英文）：Most parasitic animals including helminths, e.g., trematodes, cestodes, 
nematodes, acanthocephalans, leeches etc, and arthropods, e.g., ticks, mites and tongue worms, are 
component parts of the ecosystems in which their wild animals (hosts) occur, they have co-evolved, 
and the infectious agents do not necessarily cause disease.  However, some individuals become sick 
and in extreme cases die, especially, under captive conditions in zoos and/or aquariums. These 
events are absolutely negative effect for conservation, because the mortality or subclinical 
diseases due to the parasitic diseases have not so far significantly impacted populations of the 
free-ranging animals.  Adding to this, some agents responsible for the dieases could may infect to 
human and livestock.  The present research project, viz., the systematic diseases epidemiology and 
agent ecology for the captive animals in facilities of not only Japan but also oversea, with One 
Health approach has been given.

研究分野： 保全医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題はこれまでの二つの科研費課題『野生動物および動物園動物の保護増殖計画上問題になる寄生線虫症に関
する疫学的研究』(2003年度～2007年度)、『陸上脊椎動物と線虫の宿主-寄生体関係に関する保全医学的な試
み』(2008年度～2012年度)に連続したものであった。保全医学とは医学、保全生態学および獣医学等（農学・水
産学・応用動物学・動物看護学等、動物を直接対象にする分野）の重なりに生じたワンヘルスOne Healthを標的
にした科学で、特に、今回の研究課題により、この分野のモデル事例が得られ、生物資源としての動物の保全に
寄与した。還元事業も行い、国民の底上げにも貢献した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
自然界の寄生虫（吸虫、条虫、線虫、鉤頭虫、ヒルなどの蠕虫や舌虫などの節足動物）は自

然生態系の中で宿主（野生動物）と共進化をしてきたので、このような寄生虫が感染しても必
ずしも重篤な疾病には繋がらない。しかし、野生動物に近い動物園や水族館（園館）の飼育動
物では、その飼育環境の影響で深刻な疾病に繋がることがある。多くの園館では、今日、希少
化した動物の繁殖を通じ、生息地外保全の拠点になっているため、このような寄生虫病の発生
は、最終的に、標的となる動物の保全活動にマイナスの影響を与える。中には、このような施
設でヒトや家畜・家禽に寄生し、新興・再興寄生虫病の発生する危険性もある。しかし、寄生
虫病は過去の疾病という印象があり、このような施設でのこれまで体系的な調査対象とはなら
なかった。 
 
２．研究の目的 
 
そこで、本研究ではいわゆるワンヘルス・アプローチの理念（その科学が保全医学：後述）

に基づき、園館飼育動物を対象に、各種寄生虫の保有状況と症例について調査をした。 
 
３．研究の方法 
 

 材料は国内（一部国外）に所在する園館に直接赴き採材する場合と、各施設から送付され

る場合の二通りあるが（当該施設は図 1参照）、材料の処理は共通である。すなわち、感染を間

接的に証明する糞便や血液などを除く虫体サンプルは、剖検

後の消化管（胃（一部標本では食道含む）から大腸まで）・臓

器の凍結あるいは 10％ホルマリン液固定標本を用い、内容物

および粘膜を簡易沈澱管により沈殿させ、沈渣を実体顕微鏡

下で精査した。得られた蠕虫類は 70%エタノール液にて固定後、

ラクトフェノール液にて透徹し、光学顕微鏡により属種鑑別

となる形態の観察を行った。一部は分子生物学的な検査に供

した。詳細は各論文に記した。寄生虫保有状況の比較につい

ては、たとえば、フリーソフトウェア「R」を用い「フィッシ

ャー正確検定」により検定した。 

 
 
 

図 1． 科研費『動物園水族館動物に密かに蔓延する多様な寄生虫病の現状把握とその保全医

学的対応』(H26～H30)公表論文著者の所属に示された共同研究園館・研究機関名称と所在地 

(図は浅川、2019 改変) 

 

凡例 

1: 東京農業大学オホーツクキャンパス、2: 小樽水族館、3: 釧路市動物園、4: 猛禽類医学研

究所、5: 芦別博物館、6: 札幌市円山動物園、7: 旭川市旭山動物園、8:浅虫水族館、9: かみ

ね動物園、10: 群馬サファリ、11: 東武動物園、12: 横浜市ズーラシア、13: 伊豆シャボテン

公園、14: 京都大学霊長類研究所、15: 大阪・海遊館、16: 大阪市天王寺動物園、17: 滋賀県

立琵琶湖博物館、18: 神戸動物王国、19: 神戸市王子動物園、20: 広島市安佐動物公園、21: 秋

吉台サファリ、22: 周南市徳山動物園、23: 到津の森動物園、24: 海の中道水族館、25: 美ら

海水族館、26: 沖縄子供動物園、27: シンガポール・ジュロンバード・パーク  

 
  
 
４．研究成果 



科研費助成研究『動物園水族館動物に密かに蔓延する多様な寄生虫病の現状把握とその保全

医学的対応』の 2014 年から 5年間の助成期間に公表された論文著者の所属に示された園館や研

究機関などの名称を図に示した。また、確認された症例は次のようなものであった；飼育カン

ガルー類の円虫症、愛玩ヨツユビハリネズミと外来アムールハリネズミのキュウセンダニ症・

マダニ症・蠕虫症、飼育オオアシトガリネズミのダニ症・蠕虫症、医学実験用カニクイザルの

肺吸虫症・蠕虫症・糸状虫症・肺ダニ症、インドネシア産固有ネズミ類の線虫症、飼育キリン

の鉤虫症、特用家畜アルパカのコクシジウム症、飼育アジアゾウの円虫症、野生コククジラの

寄生フジツボ症・クジラジラミ症、野生エゾシカのオンコセルカ症・肝蛭症・ハジラミ症、飼

育イエネコおよび野生アメリカミンクのソボリフィーメ線虫症、飼育大型ネコ類の回虫症・コ

クシジウム症、飼育ラッコのアザラシハイダニ症、飼育ハナグマのハジラミ症、飼育アシカ類

の糸状虫症、救護収容されたゼミガタアザラシのアザラシジラミ症、飼育オオハシおよびムク

ドリ類のシクロコエリデ吸虫症、救護収容された海ワシ類のアニサキス症、飼育カンムリシロ

ムクのアトキプラズマ症、救護収容された各種野鳥のヒル症・糸状虫類様線虫症、飼育ハリセ

ンボンのシステイデイコラ線虫症、飼育ジンベイザメのウオジラミ症、飼育オオサンショウウ

オのアタマビル症・毛細線虫症・その他蠕虫症、飼育ヘビ類のカリセファルス線虫症・ダニ症、

飼育カメレオン類の糸状虫症、飼育ヤモリの舌虫症など。 

これらには、ヒトと動物の共通寄生虫病の病原体あるいはその症例のほか、飼育動物で深刻

な影響を与える（あるいは、与えるであろう）症例も見出すことが出来た。中には、アザラシ

ハイダニのようにヒト・飼育種・野生種の垣根を超える病原体（症例）の存在は、One Health

理解のための有用な視座を与える症例ともなろう。なお、この冒頭にあるカンガルー類の円虫

症は、到津の森動物園・外平獣医師の論文博士の一部に使用された。国外を含め 20 を超える園

館と共同研究を行うことが出来たが、日本動物園水族館協会に登録する約 160 施設の約 20%程

度であり、状況把握としては不十分である。これに加え、日本には日動水に非加盟施設も数多

存在する。今後は残りの園館についても情報を収集したい。  

本課題はこれまでの二つの科研費課題『野生動物および動物園動物の保護増殖計画上問題に

なる寄生線虫症に関する疫学的研究』(2003 年度～2007 年度)、『陸上脊椎動物と線虫の宿主-

寄生体関係に関する保全医学的な試み』(2008 年度～2012 年度)に連続したものであった。保全

医学（前述）とは医学、保全生態学および獣医学等（農学・水産学・応用動物学・動物看護学

等、動物を直接対象にする分野）の重なりに生じたワンヘルス One Health を標的にした科学で

（図 2）、特に、今回の研究課題により、この分野のモデル事例が得られ、生物資源としての

動物の保全に寄与した。還元事業も行い、国民の底上げにも貢献した。 



 

図 2．ワンヘルスと WAMC の研究範囲との関係 
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